HITACHI 

Inspire the Next 


日立 I ビ J レトインオーブンレンジ 


設置工事説明書 


MR0-SK1 お 


※このオーブンレンジは 
10 0 V 仕様品です。 

設置工事前に、必ず電源 
電圧をご確認ください。 


工事をれる方へのお願い 


参このオープンレンジを正しくを全にご使用いただくために、指定された工事を巧って<ださい。 
♦設畳工事完了を、試運窗を巧い、お客様に正しい使いかたをご説明<ださい。 

♦この設置工事説明さおよび取巧説明含（ククレットガイド）、保証 S を必ずお客様におおしください。 


n 巧をのため必ずお守りくだをい 


設事をずる前に、この設■エ辛説明き•取巧試巧*(ククレットガイド）巧よくお巧みになり、正しくエ寧をして<ださし、。 
ここに示したまち串頂は、お便いになる人や化の人々への危奋や財産への巧客をまなに防止するためにち要な巧容ですの 
で、がずお守〇<ださい。表示と*株は次のよラになつています。巧容をぶ<理巧してひら本でをお扇み<ださい。 


成警告 

この表示を巧?月して誤った取 D 扱いをする 
と、人び死亡または重なを貨う可能はが想 
定ごれる內客を示しています。 

A 注意 

このを示を巧巧して装った巧0扱いをする 
と、人び巧害を負ラ巧能巧が?点足される巧 
容および物的巧宙のみのををび想定ご n る 
巧容を巧していまず。 


給表示の例 

AGO 

この紀号は注忌（を険’ >さをさむ）をこの巧ちは累止の行為であることをちこの紀ちは行為を強お!した0指示ずる 
巧す巧容びをることををげるものです。げるをのです。図の中や巧巧に具体的內容巧普げるをのです。図の中や近ち 
図の中や巧括に頁巧的なま患の宮び巧な窝化巧容び描か〇ています。 に貝巧的な} i 示巧容ぴ描かれています。 

かれてし1ます。 








iaa 工事は、この「お面工事热明 « j にがつ 
て、«実に行ラ 

(設置に不巧びあると、巧巧•义災•けびの原因） 


Ag 告 

〇養导 


お■工事は、巧巧店または專巧の工事店で 
行ラ 

【が巧巧巧の原因） 


〇 


«巧工事は、«巧お«巧術皇準等巧連ずる 
ミちち•規則等に従ってがずじ去の有資巧者」 
び巧ラ 

(接巧•固定び不完まな巧合は.お巧•ソ。が0原因） 


〇 


按地工事（アース倭巧）は、巧巧沒備巧術 
星妻寄閱连ずるまを•麵等に従っておず^^ 
「法的ち巧宿ち J による D 穩巧地工事を巧ラァ^考》 
(巧巧軒*!巧時に巧巧の巧 ru 

アース巧は巧ス皆.がち管.お蛮か.爾唐のアース巧に 
巧巧しないこと。 


電巧は、を巧ほ A 1 U ± の専用コンセントを 
お巧で巧い、他の器兵と併用ずる分仿コン 
セントは巧わない 

1ほ巧•発义•火災の原因 J 


電巧コード-差込プラグをなつけない 
巧巧コードを儀つけた0、化!目した 0. ぶエし打 
0. 無理に拖げた 0. 引っおった 0. 口じった 0. 
束ねた 0. をいちのぞをけた 0. はさみ込んだ0 
しない。 

(コードが坂巧し、乂ぷ•思南の原因） 


巧えやずいちののそばに■いたり、输に巧 
いちのやカーテンなどをぶづけない 
(オーフンやグリル使用時の巧おで引乂の思れ） 

たたみ、じゆラたん、テーブルクロスなど 
に弱いものの上に■かない 
(すーフンやグリル使用時の巧湿で引义の巧 n ) 


〇 


0 


巧流100ソ1；^パでは巧用しない 

(火が•巧巧の原因） 



巧んだ«おコードやま込プラグ、ゆるんだ 
コンセントを®用しない 
(が巧巧巧の原因） 


0 


0 

0 


な巧は巧巧にしない 

また、ヴービスマン W パの人は、分解した 
り、巧理しなし、 

(火ぶ•巧巧•けがの原因） 


(D 

分 WK 止 


A ミ主意 、 

使用巧に、包装なやテーフ止めををて取り 
除く 

(発乂 •义災•りけどの原因） 

かのかかるところや巧気、乂巧の近くで 
使わない Vv 

(巧巧•お巧の原因） 

巧巧コードは、が巧口や溫おの岳い部がに 
巧づけない VV 

(乂ぶ巧巧の原因） 

壁などとの巧をあける 

(過颗して発； A ； する恐れ） 

の辨巧□をふさがない 

(岛巧して班曲の原因） v^v 

試巧お中は、ドア、キャビネットなどの 
ち通部に tt れない 

(やけどの原因） » mm\t 










ホ■巧工事や巧 1 ft ェ•は、「電気が«巧巧基章 J な6びに r 巧•(巧を J に羣じてください。 


巧気エ巧 

■巧は1已 AlO 上の専巧コンセントを巧けてください。また、万一の*ぶ巧止のため、 il ■■しゃ巧おのお■をおすずめします。 
余電巧コードを切巧し、担なすることは絶巧にしないでください。 


<コンセントの取巧位置> 

•コンたントの®巧の■は本巧をがの巧巧におさまるよ 5. ち面に投けてくだ 
ごい。本体をおのち巧の■は.本がのちごによ0巧わ0まず。 

(巧の： mm ) 




''' 

Mffi 巧 HR 西 

出巧時 

本体の》さ（しり 

己扫〇〜645 

62己 

A 巧下ぶの*さ（し 3) 

193〜2已扫 

238 


糸1 5 mm 间用で巧»でをまず， 


接地エミ （D 種お地ェ巧) 


万一の•ぶ巧止のため、化ず巧 ife 工事（アース巧化）を行ってください。 
• r アース w デ巧さコンセント J 巧巧用して < だでい。 

•本巧を面のアースリード巧を.アース销子に巧実に谋巧してくださし、 

《ごま憲> アース巧はガス皆、水ち管.涅をれ，爾括のアース巧に巧巧 
しないで < ださし、。 



■ cl 設置上のを意 


巧义がす防条«、■巧な«巧巧さ巧巧己9お、連巧さ策るなどに巧って巧■してください。 

--- - - - —— _ ■— • . 

♦本体の一»び*家屋のを属巧（壁中のメタルラス g ) や家興（システムキッチン g ) のを属巧と巧触しないように巧 ■ I 
してください。また、巧«ずる巧れのちる看をは、 «!• テーフ巧で■巧的に巧触しないよラにしてください。 I 

(> 巧巧蘭な巧星夕 *59 条によ0«巧づけ6れていまず。） 

♦本がをな■ずる台巧が連巧基羣猫こをめる【巧ち街!巧巧受ける g 理ち）に反当する場をは、お巧きがに巧いてら巧装¬ 
がの W 思を巧けまで。 

■ - -• — • — — [ 

<その他、本が設畳の原巧っていただをたいこと> 

♦ザ平で巧巧した場所にお■して<ださい。 

参通巧の少ないところに段■して<ださい， 

♦十分 巧巧のできるところにお■して<ださい， 

参本化のまわ0や上がには.エアソールち、プラスチック，巧、巧巧などなえやすいをのは■かないよラにして<だごい， 
♦本体をタイルやモルタルでを 0 込まないようにしてください， 

♦ワークトップは，巧梗化お脂化お祗 ( J ほ K 690 3) と同巧な上の巧巧をお巧いくだごい， 

•ワークトップの巧面び.ニス引きのをのは、巧をしますのでお使いにな5ないで<ださい， 

•班 ■巧 巧と 周囲の 巧 巧巧.巧乂巧■は、必ず 火ぶ チ巧み妍に-妻 じて 祗 r して ぐ广 こ •さい。 





設置上のご注意 


本巧の設置について 


本体を巧■ずるとをは、必ず B との巧*!を 40 mmia 上■して投»して<ださしん 


本な«面因 


a 巧を用 固 定ネジについて 

本体には鶴巧用因巧ネジ（震 -4 本）び巧 D 巧けてち0まず. 

S さ RB は.«ち用田ぞネジ（麗 • 4本）を® 0 W してか5行コてくださし、 • 
(萬さ«節しないとちは.そのままご ff 用ください •） 












本巧の高さ頃節 

•本 巧の巧 ごは. 本 巧を 巧面が に 倒し I 的を 左ち 4 ケ巧の 取 巧ネジで 日日 0 mm 〜 64己 mm まで 5 mm 巧巧で巧節で をまず • 
システムキッチンの*さによって 巧巧して <ださい •（ r 6. 形寸ぶ图 J を#お） 

<ごま lt > 本化の 再 さを巧節した巧は、巧ミにおけネジを巧めてくだごい。（けび•巧 》 の原因） 



♦本巧の«ご巧更によ C カバークミの 再 ご 巧 節び必ちにな 0 ます。 C 力けークミの*面の®巧ネジ (3 本)で蘭巧して 
<ださい， 

• C 巧バークミを巧じたとを、 C カバークミが本がの切起班に巧ミに M み合ラようにしてくだごい， 


M み合つていること 



天おの巧節 

♦本体上面に S けに天巧のを方の巧巧ネジ (2 本）を W し、 巧巧ネジ 

本体の巧巧きを巧おして < ださし、 

本体の R 巧さはシステムキッチンの R 巧さに合わせて 
ください。 


ミお 








交巧10 OV 50 Hz —60 Hz 巧用 

1.45 OW (巧テレンジ1.000 W ® 用時、才ーフン使用時1.300 W ) 

——— - - 

tfl 598 mm x 獎巧己 10 mm x 巧ご 625 mm 
約 40 kg 

♦巧の执巧 ■ (ククレットガイド）•お■王®热明 ■ (本 ■) •な卽* 

•丸迎（が熱 t ラミック »)( 1巧）•巧迎（ホー□—製） （ 1ぶ）♦俄お （ 1巧） 
•回お台 ♦取っ手 


巧ごは俩面の固をネジを巧おずることによ 0. 5扫 0 mm 〜 645 mm まで 5 mm 切巧で巧爱でをまず， 






3 



システムキッチンの高さ 己00〜870 


本なの*さ （ Ur’l 580〜645 625 

け込み*さ （ L 2) …1 已5〜120 100 

巧1ちごは巧面の取巧ネジを巧厮ずることで巧巧で 
をまず， （5 mm 切巧で巧®でさまず，） 

か2け化み巧では. C カバークミ R 面の巧巧ネジを 
巧®ずることで巧巧でさます， 

本がの巧でにより巧おしてくだごい， 



C カパーク乏 



アースリートで 


L 章つード 


*00000000000000000000000000 



T ; 啊 
















包装材やテープ止めはかしたひ 

付属品はそろつているか（取扱說巧»扫ページを照） 

接地工事（アースおお)は巧ったか 
差込プラブはコンセントに善し込んだか 

才ートブニューキーを巧したとさ.表示窓に各メニュ ー r ] J 〜 ri 0 J の内容び表示ごれるか 
(取扱設脚127ベージ参撒 

r ヘルシ ー J 「クッキー.ケーキ」「グラタン Jr 発度」「脱貴 J キーぞ巧したとき、ま示窓に 
さメニューの巧容び表示ごれるか（取扱説明 S 7 ページを照） 

手が巧理キーを巧したとさ.「レンジ」「グ U ル J 「オープン」に切〇督わるか 
(巧巧お明ぺージを照） 

回あ台と丸皿をセットし，コップに水を入 n 、 「レンジ-700 WJ で1巧加熟したとき， 

水びあたたまるか(取巧热巧害28ぺージを照） 

回あ台と丸皿を t ットし. r オーブン -2 日0で J で1分加巧したとさ、加お室を巧び熱くなるか 
视扱説巧の斗ぺージを邸 


U 上の巧目の话琵び巧〇つたを、お客様に正しい淀いかたをご説巧ください。 


硬日立アプライアンス巧式をせ 

于10己一8410榮巧巧き区西巧« 2-15-12 S お (03) 3502 -21 11 
0-A51M-1 D6(HP} 


♦巧巧説明 S (ククレツトガイド）に従い、才ーブンレンジび正常に苗!作ずることぞほ認してください。 
參ドアを巧じたげ巧でま込フラグをコンセントに巧し込んだだけでは S 原び入 D ません。 

一度ドアを開巧し、表示巧に 「0 J びま示ずることを確屈して<ださい。 

(待ち時ミ肖 S 巧カオフち能び面いているため） 


m なご； A 乂： rl:3vu 乂ぐ ’ S 丑 0-SK1 巧巧 alH 餐巧溫麵 


乂 AAy 


■I 国 ■■■ 
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